訴               状

不当利得返還請求事件

平成　　年　　月　　日

東京●●裁判所民事部　御中




原告　　　　　　　　印

　　訴　　額　　金□□□□円（※過払い元金を書いてください。

　　　　　　　　　　　　　　　　以下※の部分は訴状作成の時、削除すること）

　　印　　紙　　金××××円（※印紙代が分からないときは、訴状提出窓口で尋　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　ねて記入すればよい）


〒　　　−　　東京都　　　　　　　　　　　　　　　　　（送達場所）




原告　   　




電話番号


〒　　　−　　東京都




被告　　　　　




上記代表者代表取締役   

請 求 の 趣 旨

１．被告は原告に対し、金○○○○円（過払い元金□□□□ 円+利息△△△△円）、及びうち金□□□□円（※過払い元金）に対する○○年○○月○○日（※計算書の最終日の翌日）から支払済み（※過払い金が支払われる日のこと）まで年利５％の割合による金員を加算して支払え。
２．訴訟費用（※個人訴訟の場合は収入印紙代）は被告の負担とする。との判決、並びに仮執行の宣言を求める。
請求の原因
１．被告は、無担保で利息制限法の利率を超える高金利の貸付を主要な業務内容とする貸金業登録業者である。
２．原告と被告は、平成　　年　　月　　日（※頃）に金銭消費貸借契約をした。
３．（悪意の受益者）
　　被告は原告に対して利息制限法を超過した約定利率で貸付けを行い、制限超過部分を利息の債務の弁済として受領したが、貸金業登録業者として、制限超過部分の弁済は法律上の原因がないこと、また、残元本が完済になった後の過払金は不当利得として借主に返還すべきものであることを十分に認識ながら、原告に対し、なお利息制限法を超過する違法の利息の請求を求め続けてきた。
　　よって、被告は民法７０４条の「悪意の受益者」である。
４．本契約における取引経過を利息制限法に基づき計算し、被告が悪意で利得した不当利得分に民事法定利率（民法第４０４条=年５％）を加算すると、（別紙）計算書の通り合計金○○○○円となり、原告は同額の損失を被った。
５．よって被告は原告に対し悪意の受益者として不当利得分に利息を付した返還義務があり、金○○○○円、及びうち金□□□□円に対する○○年○○月○○日（※計算書の最終日の翌日）から支払い済みまでの民事法定利率（年利５％）の割合の損害金の支払を求める。
証拠方法（※例＝各自によって異なります）
　（甲第1号証）金銭消費貸借契約書（写し）
　（甲第2号証）被告開示による取引履歴書（写し）
添付書類
　（被告）代表者事項の証明書 1通
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